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まちの話題

町民フェア

お知らせ

玉黄金

3 月号の主な内容第 70 回龍南中学校卒業式

　３月 13 日に町内の中学校で卒業式が行わ

れました。龍南中学校はりゅうゆう館で卒業

式を挙行し、男子 21 名、女子 18 名が慣れ親

しんだ学び舎を巣立ち、新たな門出へと旅立

ちました。
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Tatsugo  Town  Topics

～最近の「まちの話題」～
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題を紹介し

ます。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場企画観光課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成 30 年 2 月末現在

世帯数

人　口

男

女

前月比

3,060

6,049

2,926

3,123

+4

+6

+9

　-3

　全国の高校が課題研究を発表し競い合う第３回高

校生国際シンポジウムで最優秀賞に選ばれた大島北

高校の成瀬茉倫さん（芦徳）が受賞報告のため２月

23 日に町長室を訪れました。成瀬さんはシンポジ

ウムで地域資源の活用による奄美の過疎対策につい

て発表。７月にはシンガポール国立大学で開催され

る国際大会で日本代表として参加する予定です。

国際シンポジウム最優秀賞

成瀬さん龍郷町へ受賞報告

町長室で受賞報告を行った成瀬さん（中央）

▲

　２月 25 日にりゅうがく館多目的室で第４回たつ

ごうエッセイコンテスト表彰式が行われました。『西

郷さん』をテーマに全国から一般の部 77 点、学生

の部 38 点の合計 115 点の応募があり、16 名が受賞

しました。これまでは町民フェアで表彰を行ってい

ましたが、今回から単独で表彰式を挙行。最優秀賞

に輝いたのは、一般の部で、前回のたつごうエッセ

イコンテストに続き２連覇となる伊仙町の田中浩さ

ん。作品名は「月と西郷」。学生の部は秋名小６年

の山﨑大成さんの「表と裏」が選ばれました。

テーマ『西郷さん』たつごう

エッセイコンテスト表彰式

一般の部受賞者の皆さん

学生の部受賞者の皆さん 一般の部「田中浩さん」 学生の部「山﨑大成さん」

▲
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　３月５日に平昌五輪で女子アイスホッケーの南北

朝鮮合同チームを率いたサラ・マレーさんが龍郷町

へ表敬訪問しました。本町に臨時職員として勤務す

る梅澤邦子さんの甥の有波典さんがマレーさんとア

イスホッケー仲間という縁があり奄美大島へ休暇の

ため訪問。マレーさんは「豊かな自然、おいしい食

事にリフレッシュできた。」と笑顔で語りました。

　３月 13 日に海岸の漂着物処理に向けて龍郷町役

場で小型焼却炉の試験運転を実施しました。この小

型焼却炉は油が付着したごみも処理することができ

ダイオキシンの発生も規制値の 50 分の１に抑えら

れます。開発を行ったトマス技術研究所㈱の福富健

二社長が出身地である奄美のためになればと思い小

型焼却炉の１年間の無償提供が実施されました。

平昌オリンピック

サラ・マレー監督龍郷町表敬

漂着物処理のため

小型焼却炉の試験運転開始

大島紬を着て訪れたマレーさん（中央）

焼却物は 100 分の 1の灰に処理できます。

▲
▲

　３月 11 日にりゅうがく館で平成 29 年度公民館講

座合同閉講式が行われました。合唱や舞踊など 35

講座があり本年度は 297 名が各講座を修了。修了証

書の授与や表彰のほか、講座生による舞台発表など

が行われました。来年度からは生涯学習講座と名称

を改め、受講者の学びと憩いの場として開講します。

平成 29 年度龍郷町

公民館講座合同閉講式

舞台発表のフラダンス

▲

　龍郷町給食センターが学校給食の優良共同調理場

として地場産物の活用や衛生管理に対する調理員の

意識の高さが評価され、県学校給食表彰を受賞し、

３月５日に町長室を訪れ伝達式を行いました。同セ

ンターの坂元栄養教諭は「調理機器は 10 年以上使

用しているが驚くほどきれい。調理員一人一人が衛

生管理を徹底している。」と語りました。

鹿児島県学校給食表彰

龍郷町給食センター

森所長（右２人目）と坂元教諭（同３人目）

▲
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　龍郷町の産業文化の祭典「第 19

回龍郷町民フェア」が２月 18 日

（日）、体育・文化センターりゅう

ゆう館でありました。舞台発表や

バザー、講演など様々な催しを目

当てに多数の来場者でにぎわいま

した。＝各種被表彰者は 6 ページ

以降に掲載＝

　舞台発表では、保育園児や児童

生徒たちの遊戯や劇のほか、龍北

中学校の島唄、芦徳集落の八月踊

りなどを展開。その後、柏原ゆき

よさんによる「お腹からやせるご

はんの食べ方」をテーマに講演会を行いました。

　今年は屋外でマグロの解体ショーを開催。そのほか、地場農林水産物や大島紬の展示即売、健康

相談コーナーなどもありました。

第 19 回龍郷町民フェア

前夜祭・町民フェアの様子
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・管理栄養士の柏原ゆきよさんがお腹から痩せるごはんの食

べ方と題し講演を行いました。油分や塩分を少なく、おかず

を減らし、ごはんをたくさん食べるなど独自の太らない体質

を作るための食事法を解説。健康改善のため、たくさんの来

場者が講演に耳を傾けました。

・当日は「２０１８紬美人」に選ばれた４

人も参加。紬を着用し会場で大島紬のＰＲ

活動を行いました。

・龍郷漁業集落によるマグロ解体ショーに

は長蛇の列ができ、来場者には脂の乗った

マグロがふるまわれました。
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▼
大
島
紬
功
労
者
の
部

　

三
原　

鈴
代　
　

（
龍
郷
）

▼
大
島
紬
の
部

・ 

龍
郷
柄
部

　

中
村　

ヒ
デ
ヨ　

（
興
紬
商
店
）

・
９
マ
ル
キ
の
部

　

福
原　

順
子　
　

（
夢
お
り
の
郷
）

・
８
マ
ル
キ
の
部

　

伊
勢　

良
子　
　

（
興
紬
商
店
）

・
７
マ
ル
キ
の
部

　

重
原　

純
子　
　

（
前
田
紬
工
芸
）

・
男
も
の
の
部

　

松
下　

ミ
チ
コ　

（
前
田
紬
工
芸
）

・
よ
こ
の
部

　

植
田　

フ
ク
子　

（
夢
お
り
の
郷
）

★５歳児むし歯ゼロ表彰★
平
成
29
年
度
５
歳
児
歯
科
健
診
で
１
本
も
む
し
歯

が
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

岩切　奈
なつみ

紬

瀬留

川村　紬
つむぎ

芦徳

山﨑　寛
ひろひと

仁

嘉渡

山原　纏
まとい

大勝

山口　莉
り お

央

下戸口

松原　太
た い ち

一

中勝

二瓶　空
あいろう

朗

大勝

押川　桃
も も こ

子

川内

手蓑　小
こ は る

春

赤尾木

竹元　咲
さ ち

智

芦徳

藤尾　拓
ひろふみ

史

芦徳

朝野　恵
え れ な

玲奈

大勝

碇山　月
つきこ

子

瀬留

宮口　あかり

玉里

濵田　莉
りね

音

中勝

南　絆
はんな

奈

大勝

重枝　華
かつき

尽

浦

冨永　武
たけお

雄

芦徳

山田　佳
かれん　

蓮

川内

　

平
成
29
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
が
高
く
、
集
落
一
体
と
な
っ
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

集
落
で
す
。

第
１
位 

円
集
落 

　
　

50
・
98
％

第
２
位 

赤
尾
木
集
落 

47
・
86
％

第
３
位 

手
広
集
落 

　

45
・
83
％

特
定
健
診
表
彰

産 

業 

部 

門

（敬称略）
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 町 民 フ ェ ア 表 彰

德永　英三

中戸口

松元　平藏

嘉渡

正野　榮良

芦徳

前田　トシ子

秋名

坂江　京子

円

柿　均

円

東郷　竹子

嘉渡

（敬称略）

村田　貞枝

円

長井　みさ子

円

井　シズコ

浦

村田　茂勝

赤尾木

平　義英

芦徳

高齢者良い歯の表彰

健康長寿努力表彰健 康 長 寿 表 彰

80歳以上で、自分の歯を

20 本以上保持している方が対象です。

90 歳以上で、健康づくりに努めて過去３

年間介護保険の利用が無く、元気に自立し

た生活を送られている方が対象です。

90 歳以上でこれまで介護保険の利用が

なく、元気で自立した生活を送られてい

る方が対象です。

お名前のみ紹介

箕輪　ヨシ 嘉渡

川畑　ヨリ子 浦

井　茂俊 手広

濱崎　スマヱ 赤尾木
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『西郷どん』奄美パブリック
ビューイングのお知らせ

　ＮＨＫ鹿児島放送局と観光かごしま大キャンペーン推進協議会 ( 事務局…

県庁観光課 ) では、大河ドラマ「西郷どん」奄美パブリックビューイングを

実施します。観覧ご希望の方は、以下の要領でお申し込みください。

〇日　時　５月 20 日 ( 日 )  午後５時～午後７時 20 分

〇場　所　奄美文化センター

〇出演者　二階堂ふみさん (愛加那役 )
里アンナさん (里千代金役 )他

〇参加費　無料(事前申込みによる入場整理券【１枚で２名入場可能】が必要)

〇申込方法

　

〇申込締切　４月 26 日 ( 木 )

〇申込宛先

　〒８９０-８５７７（住所不要）

　県庁観光課内

　「西郷どん」奄美ＰＶ係

※詳しくは、ＮＨＫ鹿児島放送局ホームページ又は「西郷どん」キャンペー

ン公式ウェブサイト (http://segodondon.jp) をご覧ください。

〇問い合わせ先

　ＮＨＫ鹿児島放送局企画編成部　☎０９９-８０５-７１１４

  鹿児島県庁観光課　　　　　　　☎０９９-２８６-３０１０

©pref kagoshima

郵便往復はがき (私製を除く )の「往信用裏面」に郵便番号・住所・名前・

電話番号を、「返信用表面」に郵便番号・住所・名前を明記してお申し込み

ください。

西郷隆盛

愛加那

ツン
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西郷南洲翁上陸記念祭
　３月４日に志塾・西郷塾主催による第２回西郷南洲翁上陸記念祭が久場集落と龍郷集落で行

われました。オープニングでは住民が西郷隆盛などに扮し西郷が上陸する場面を再現しました。

その後、参加者と共に西郷ゆかりの地を巡り、龍郷小学校では西郷隆盛と愛加那の長男の西郷

菊次郎のひ孫である島津典子さんと長女、西郷菊草のひ孫の竹内恵子さんによる菊次郎・菊草

について特別講話が行われました。

・講話では菊次郎は妹思いでそれぞれ菊次郎と菊

草のエピソードについて語りました。２人は「西

郷と愛加那の子孫は敬天愛人の精神を受け継ぎ、

互いに助け合いながら仲良く暮らしている。」と

話しました。

・西郷ゆかりの地巡りを終えた後は、龍郷小学

校で地元婦人会による菓子がふるまわれた他、

子どもたちの歌の披露で参加者を楽しませまし

た。

・各スポッ

トで志塾・

西郷塾によ

る解説が行

わ れ ま し

た。

・この日は天候に

も恵まれオープニ

ングセレモニー後

は徒歩でゆかりの

地を巡りました。

島津典子さん

笹森儀助顕彰碑

西郷が住んでいた南
なんしゅうるたく

洲流謫跡

上陸場面の再現

竹内恵子さん
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４月から６５歳以上の方の介護保険料が変わります。
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※全住民が対象（国保以外）＝厚地記念クリニックにおいては、全住民を対象にＰＥＴ /ＣＴドッ

クが 10 万円の受信料で人間ドックを受けることが出来ます。旅費の免除もあります。



13　広報たつごう

６９-４５１４
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▽
問
い
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

助
成
係

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
４

春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

農
作
業
事
故
は
農
繁
期
に
多
発
す
る

こ
と
か
ら
、
県
で
は
４
月
か
ら
６
月
に

「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
を
実

施
し
、
農
作
業
事
故
の
未
然
防
止
を
広

く
県
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
田
植
え
や
さ
つ
ま
い
も

の
植
え
付
け
な
ど
で
忙
し
く
な
り
ま

す
。
家
族
や
地
域
で
声
を
か
け
合
っ
て
、

ゆ
と
り
を
も
っ
た
農
作
業
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
作
業
に
行
く
前
に
は
、
ど

こ
で
（
場
所
）
、
ど
の
く
ら
い
（
時
間
）

作
業
す
る
の
か
伝
え
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
経
営
技
術
課

☎
０
９
９-

２
８
６-

３
１
５
５

子
ど
も
医
療
費
助
成
金

制
度
改
正
に
つ
い
て

　

龍
郷
町
で
は
平
成
30
年
４
月
診
療
分

か
ら
助
成
対
象
を
「
中
学
３
年
生
」
ま

で
拡
大
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
「
新

中
学
２
・
３
年
生
」
に
な
る
お
子
様
は

登
録
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
以
下
の
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
役

場
保
健
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
※
な
お
、
「
新
中
学
１
年
生
」
に

な
る
お
子
様
は
登
録
の
手
続
き
は
不
要

で
す
。

▼
登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
助
成
対
象
児
童
の
保
険
証

　

②
通
帳
（
同
居
す
る
保
護
者
の
預
金

通
帳
）

　

③
印
鑑
（
認
印
で
可
）

▼
改
正
内
容
…
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

　

〇
改
正
前
…
小
学
６
年
生
ま
で

　
　

（
12
歳
に
到
達
す
る
日
以
降
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）

　

〇
改
正
後
…
中
学
３
年
生
ま
で

　
　

（
15
歳
に
到
達
す
る
日
以
降
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）

平
成
30
年
４
月
診
療
分
か
ら
適
用
予
定

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
ひ
と
り
親
及

び
父
又
は
母
が
身
体
な
ど
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
児
童
の
母
又
は
父
、
あ
る
い

は
母
又
は
父
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
等
の
受
給
資
格

が
あ
る
方
で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
額
よ
り
高
い
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
「
児
童
」
と
は
、
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
を
い
い

ま
す
。

 

　

ま
た
、
心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以

上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満

ま
で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
度
又
は
中
度
以
上
の
障
害
を
有
す
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は

母
、
ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。（
た
だ
し
、
児
童
が
、

児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
） 

▼
請
求
手
続
き

　

各
制
度
に
よ
り
必
要
書
類
や
所
得
等

の
制
限
事
項
は
異
な
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

　

 

▽
問
い
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

助
成
係

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
４

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

 

　

　

➡
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

5（木）  2 歳 6 か月児・5歳児歯科健診 13:00 どぅくさぁや館

6（金）
 小中学校入学式 各学校

 でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

12（木） 乳児健診 12：30 どぅくさぁや館

13（金） でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

17（火） じゃがいも会 13：30 未定

18（水） たつごう在宅家族の会 13：30 りゅうがく館

20（金） でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

24（火） 3 歳 6 か月児健診 12：30
どぅくさぁや館

25（水） お腹スッキリ運動教室 19：30

27（金） でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

・
森
田
敏
さ
ん
（
故
森
田
章
子
さ
ん
）

龍
郷
集
落

・
栗
園
洋
子
さ
ん
（
故
栗
園
邦
光
さ
ん
）

社
協
、
赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

・
碇
山
伸
さ
ん
（
故
碇
山
勢
子
さ
ん
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

４
月
行
事
予
定
表

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
２
月
届
出
】

水
田　

心こ
こ
な菜

加
塩　

悠ゆ
う
ま真

川
島　

伝
で
ん

　

（
敬
称
略
）

玉
里

中
勝

中
戸
口

保
護
者
名

拓
郎

卓
朗

英
治

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
２
月
届
出
】

里　

ト
キ
ヱ

碇
山　

勢
子

山
下　

林
三

栗
園　

邦
光

久
保　

哲
郎

染　
　

次
子

福
島　

和
子

青
木　

京
子

岩
﨑　

ミ
キ

円　

久
美
子

（
93
）

（
81
）

（
95
）

（
78
）

（
80
）

（
94
）

（
90
）

（
90
）

（
97
）

（
59
） 　

　
　

（
敬
称
略
）

中
戸
口

赤
尾
木

円赤
尾
木

赤
尾
木

浦
（
愛
寿
園
）

嘉
渡
（
龍
郷
の
里
）

大
勝

嘉
渡
（
龍
郷
の
里
）

赤
尾
木
（
星
の
園
）

香 

典 

返 

し 

お 

礼

※
広
報
た
つ
ご
う
２
月
号
７
ペ
ー
ジ
の

「
香
典
返
し
お
礼
」
コ
ー
ナ
ー
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

・
興
高
久
さ
ん
（
故
興
ス
ミ
コ
さ
ん
）

　

右
記
の
香
典
返
し
は
広
報
た
つ
ご
う

平
成
29
年
２
月
号
に
掲
載
済
の
お
名
前

で
し
た
。
誤
っ
て
掲
載
し
た
こ
と
を
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

４
月
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士

会
が
共
同
で
開
催
し
て
お
り
、

龍
郷
町
民
の
方
に
つ
い
て
も
無

料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
要
電
話
予
約
（
先
着
順
）

･

12
日
（
木
）

　

和
田　

知
彦　

弁
護
士

（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分
）

･

19
日
（
木
）

　

菅
野　

浩
平　

弁
護
士

（
午
前
９
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分
）

･

26
日
（
木
）

　

立
石　

隆
博　

弁
護
士

（
午
前
11
時
～
午
後
12
時
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分
）

◇
ひ
と
り
30
分
（
続
け
て
の
申

し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

奄
美
市
役
所

　
　

市
民
協
働
推
進
課

　
　
　

市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１

（
内
線
１
７
１
６
）

・
森
山
真
由
美
さ
ん
（
故
森
山
達
弘
さ
ん
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

・
久
保
ヤ
ヱ
さ
ん
（
故
久
保
哲
郎
さ
ん
）

社
協
、
赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
勝
冶
ス
ミ
ヱ
さ
ん
（
故
勝
冶
茂
範
さ
ん
）

・
青
木
延
佳
さ
ん
（
故
青
木
京
子
さ
ん
）

【
愛
寿
園
】

・
沖
恵
さ
ん
（
故
豊
山
美
津
子
さ
ん
）

・
久
松
洋
道
さ
ん
（
故
勝
冶
茂
範
さ
ん
）

・
山
田
隆
代
さ
ん
（
故
福
島
和
子
さ
ん
）

・
永
井
敏
子
さ
ん
（
故
長
井
ス
ガ
子
さ
ん
）

※
行
事
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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電
話
：
0
9
9
7
-
6
2
-
3
1
1
1
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
9
9
7
-
6
2
-
2
5
3
5

発
行

/
龍
郷
町
役
場
　
編
集

/
企
画
観
光
課
 

〒
8
9
4
-
0
1
9
2
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
龍
郷
町
浦

1
1
0
番
地

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
t
a
t
s
u
g
o
.
l
g
.
j
p

【
E
-
M
a
i
l
】
i
n
f
o
@
t
o
w
n
.
t
a
t
s
u
g
o
.
l
g
.
j
p

3
M
a
r
c
h

2
0
1
8

満一歳になりました。
この子たちに誇れる町をみんなで

つくりましょう。

やまだ　   ひろと　 　　　

Ｈ 29. 3.22　生

父 大輔 /母 久美子  中勝

山田　大翔 くん

さかえ　 おとは　　　　 　　

Ｈ 29. 3.2　生

父 隼人 /母 麗 上戸口

栄　桜音 ちゃん

　こんにちは。地域おこし協力隊の新井です。旧暦のお正月も明けて、日に日

に春の訪れを感じている今日この頃ですが、太陽が出ていないときはまだ肌寒

くて、衣類の調節や体調管理が難しいです。

 先日、龍郷町のとある酒造会社さんにお伺いする機会があり、改めて黒糖焼酎について学ば

せていただきました。龍郷町にある3つの酒造会社さん、それぞれ材料や工法にこだわりを持っ

て黒糖焼酎を造られていることと思いますが、共

通するこだわりは「水」であるのかなと感じてい

ます。山と川、深い森を持つ地形だからこそ、お

いしい焼酎造りに欠かせないきれいな水が豊富

にあること。これこそが、龍郷町に酒造会社さん

が集まった背景なのかなと思います。このおいし

い水を生み出せる龍郷町の環境を誇りに思い、後

世まで守り続けていきたいです。そして、酒造会

社さんにはいつまでもおいしい黒糖焼酎を造り

続けていただきたいと願っています。

龍郷町地域おこし協力隊コラム

協 力 隊 通 信

町内３酒造の黒糖焼酎


